
 
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

少年漫画だけでなく少女マンガも多数設置 

 

 

 
 
   
   
   
   
   
   
   
   
  

 

 

「瀬尾谷粕漬ミニ」はオリジナルラベルも一新 

 

 
                  
 

 

あやべ温泉二王の湯・二王館の温泉更衣室前廊下に「あやべ温泉マンガ図書館」が設置されまし

た。３月１５日（水）から利用がスタートしています。 

リピート客の増加を狙い、今年２月下旬から寄付を呼びかけたところ、約４０名の方から提供が

あり、既に５，０００冊程度が図書館に配架されています。 

あやべ温泉の永井晃社長は「奥・中上林の方々からも多数ご提供いただいた。あやべ温泉の活動

へのご協力本当に嬉しい。大変ご好評いただいており、お子様連れの方も増えている。現在でも申

し出があり、京都市や宇治市からも連絡をいただいている。無料ドリンクサービスなどと併せ、何

度もご来店いただける温泉として、これからもご愛顧い

ただきたい。」と謝意を述べています。 

漫画本の募集は継続されており、１０冊の提供につき

無料入浴券を１枚進呈されます。また、本が多い場合は

引き取りも可能です。 

温泉利用者は無料で利用できるほか、宿泊客は部屋ま

で持ち込み可能。希望に応じて１ヵ月まで貸し出しがで

きます。 

ただし、レストラン等、二王館側への持ち出しはご遠

慮ください。貸し出しご希望の方は、二王館受付にお声

掛けください。                  
3 月 19 日（日）、20 日（月・祝）の 2 日間、瀬尾

谷公民館で、集落の特産品である瀬尾谷粕漬のパック

詰め作業が行われました。 

昨年お盆頃に収穫された黒瓜は、10 日間程の塩漬け

のあと、地元若宮酒造の酒粕の中に３ヵ月間つけ込ま

れます。年末ごろには新しい酒粕を使用し、2 回目の

漬け込みを経て、ようやく店舗に並べられます。 

今回は新商品の「瀬尾谷粕漬ミニ」がパッキングさ

れました。既存品のおよそ半分の量で、食べやすいよ

う一口サイズにカットされています。 

集落住民のほぼ全員となる 12 名が揃って作業した

19 日（日）には、朝 9 時からスタートした作業の合

間に休憩を挟み、茶話会を実施。この日参加したメンバーで最年長となる礒井富美乃さん（86）

が、「よく地域のサロンにも参加しているが、こうして皆んなで集まって作業するのはもっと楽し

い。」と話し、瀬尾谷の方々と憩いのひと時を過ごしていました。 

礒井進代表は、「一般の漬物はソルビン酸など防腐剤が入っているが、うちではそうしたものは

使っていない。丁寧に一つ一つ製造、出荷している。ミニサイズのパックはお試し用として手に取

ってもらいやすいだろう。来年度は原料となる黒瓜の生産拡大も考えたい。」と意気込みを述べて

います。 

瀬尾谷漬けミニは綾部市内の三ツ丸ストア各店舗で購入できるほか、今後彩々館、あやべ温泉等

にも出荷される予定です。 
  

「いいね」してね！！ 

ゆっくり過ごして。あやべ温泉にマンガ図書館誕生 
 

瀬尾谷漬け初物が店頭へ。新ラインナップも登場 

１４３号（平成２９年３月号） 

フェイスブック「あやべ水源の里」ＱＲコード 



 
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

                                    市志の春を詰め込んだ昼食 
   
   
 

    こちらも恒例となったオーナー、住民との集合写真 

 

 

 

 

 
   
   
   

 

 

開花したミツマタの様子 

                  
３月 1８日（土）、水源の里・市志で今年度 3 回目となるフキオーナー交流会が実施されました。 

京都市、亀岡市、京丹波町に住むオーナーを含め２６名が参加。のどかな春日の下、和気あいあ

いとした１日を過ごしました。今回は草取りや施肥に加え、旬を迎えたフキノトウを収穫。気持ち

良い汗を流しました。 

作業後は、市志の女性による手作りの天ぷらやフキ味噌など、フキノトウづくしの料理が提供さ

れ、参加者は春の香りでお腹を満たしていました。 

オーナー制度をスタートさせた当初から続けている昼食時の交流会では、新たに取り組む農園の

植え付け方法や、生活の変化など、互いの日々の様子を伝え合いました。 

水源の里・市志の阪田宗男代表は、「10 年間の取り組みの中でオーナーさん達と深い関係を結ぶ

ことができている。これからもこの関係を築き続けていきたい。」と話しました。 

また、市志と連携して特産品販売に取り組む水源の里・清水からも３名が参加。かきもち、手作

りこんにゃく、大福餅を販売。オーナーの方々は「お土産に」と購入されていました。    

                 
水源の里・老富は、市茅野集落のミツマタ・シャガの群生地を多くの方にご覧いただ 

くため、新たな企画をスタートします。 

 市茅野集落からほど近い山内で、３月下旬から４月中旬には一面に広がるミツマタの黄色の花が、

また４月下旬から５月中旬には白く可憐なシャガの花が、それぞれ見ごろを迎えます。 

この美しい光景を多くの方に鑑賞いただくため、「杉の里休憩所」を開設し、とち餅ぜんざい、コ

ーヒー、特産品などの販売を行います。 

また、上林いきいきセンターから市茅野集落までの無料送迎バスを運行しますので、ぜひご利用

ください。なお、無料送迎バスは予約制（先着順）です。     
○「杉の里休憩所」 

【期 間】平成２９年３月２５日～５月１４日の土・日曜日 

【場 所】杉の里（市茅野集落奥の集会所）     
○無料送迎バス 

【内 容】大町バスターミナルから市茅野集落までの無料送迎バス 

【日 時】①４月１日（土）【３月２９日（水）締切】（ミツマタ観賞向け） 

②５月７日（日）【５月１日（月）締切】（シャガ観賞向け） 

両日程とも ９：３０、１０：３０、１１：３０ 

【申 込】上林いきいきセンター Tel.0773－54－0095、Fax.0773－54－009６ 

     ※お席に限りがありますので、ご利用の際は必ず事前にお申込みください。 

ミツマタ・シャガの群生地を見に行こう！ 
募
集 
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フキオーナー交流会で地域と深いつながりつくる 


